
















の吟味を行っている。 本論文は，全 8 章で構成されている。 




 第 2 章では，自由記述データから，資源量推定の方法を用いて知見数の飽和度を示す捕獲率を具体的に推定




っていたことを 1 つの観点からの傍証として示すことができる点で，非常に有益な手段である。 
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第 5 章では，第 3 章と第 4 章で提案された捕獲率と遭遇率を用いて，Web 上のデータを対象とした応用研究を示し
ている。 特定のテーマに沿って収集した Web 文書の捕獲率と遭遇率を計算し，得られた名詞の解釈を行った応
用例と共に，この応用例で得られた Web 文書内に存在していたリンク情報を用い，更に収集した Web 文書を選択
的に加えることで，捕獲率の結果を上昇させていく方法を示している。 
 第 6 章では，授業評価データを対象とした応用研究を行っている。 私立大学の必修授業についての自由記述
形式のアンケートから，KJ 法によって授業改善に役立つ知見を収集し，これらの知見が手元のデータの枚数で十
分に収集されているかどうかを検討している。 
 第 7 章では，実際にインタビューを行ったデータを分析対象として捕獲率を計算・応用する研究を試みている。 
最近 2 年間に就職活動を行った学生について，就職活動における成功体験を文章化し，KJ 法によって就職活動
に役立つ知見を収集し，これらの知見が手元のデータの枚数で十分に収集されているかどうかを検討した。また得
られた知見を変数とみなし，データマイニング手法を用いて変数間の関係性について更なる分析を行っている。 
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